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平成２７年度朝霞市一般会計当初予算のポイント 

いきいき朝霞宣言 

「笑顔に出会うまち・朝霞」 
 

▽平成２７年度当初予算額 ３６９億５，０００万円 

（前年度比１１億４，０００万円、３．２％の増額） 

▽個人市民税の増加などにより、 

市税が２．１％増の２１０億１，２３４万２千円 

▽庁舎施設耐震化事業などにより、 

総務費が１７．３％増の４８億７，８９１万３千円 

 

主な新規・重点事業については下記のとおりです。 

（１）新規事業 

○戦没者追悼事業                    １，２５０千円 

（Ｐ６４・６５） 

・戦後７０年を迎えることから、戦争により犠牲となられた方々のご冥福を祈 

念するとともに、戦争の記憶を風化させることなく、２１世紀を平和の世紀 

としていく意識の醸成を目的とした戦没者追悼式を実施します。 

   担当：人権庶務課 

 

○シティプロモーション事業                 ３６０千円 

（Ｐ６６・６７） 

・平成２９年３月に市制施行５０周年を迎えるにあたり「シティ・セールス朝 

霞ブランド」など、朝霞市の魅力を市内外に広くアピールするため、専門的 

な知識のあるアドバイザーからの意見を伺いながら、シティプロモーション 

事業を行います。 

   担当：市政情報課 

 

○衛星系防災行政無線施設再整備事業          １１，２５０千円 

（Ｐ８２・８３） 

・埼玉県が平成１１年度から設置・運用している衛星系防災行政無線の老朽化 

に伴い再整備を行うものです。整備費用については、受益者負担の観点から、 

市及び県がそれぞれ１／２を負担します。 

   担当：危機管理室 
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○悪質電話被害対策機器購入費補助事業            ３００千円 

（Ｐ１２６・１２７） 

・振り込め詐欺等の被害を未然に防ぐため、予防効果が期待される機器の購入 

に対し、３千円を限度とした補助を行います。 

   担当：地域づくり支援課 

 

○高齢者補聴器購入費補助事業                ４００千円 

（Ｐ１６４・１６５） 

・聴力機能低下により、日常的なコミュニケーションがとりくにい高齢者に対 

し、補聴器を購入する費用の補助を行います。 

   担当：長寿はつらつ課 

 

○子ども・子育て支援事業            ２，０７２，５７６千円 

（Ｐ１８６・１８７） 

・平成 27 年度から施行される子ども・子育て支援新制度へ移行する認 

定こども園、幼稚園、保育園に対する「施設型給付」及び、小規模保 

育等に対する「地域型保育給付」を行います。なお、市内には、認定 

こども園、新制度に移行する幼稚園はありません。 

   担当：保育課 

 

○雨水貯留槽設置費補助事業                 ２００千円 

（Ｐ２２２・２２３） 

・雨水の再利用を促進し、適正な水資源の循環を図るとともに、雨水の流出を 

抑制し、防災・減災を図ることを目的として、住宅の雨どいに雨水貯留槽を 

設置する方に費用の補助を行います。 

担当：環境推進課 

 

○市庁舎太陽光発電設備設置事業            ２１，９５０千円 

（Ｐ２２４・２２５） 

・埼玉県の再生可能エネルギー等導入推進基金を活用し、災害時の通信機能確 

保のため市庁舎屋上に太陽光発電及び蓄電池設備などの非常用電源設備の導 

入を図ります。 

担当：環境推進課 

 

○黒目川桜並木管理事業                 ３，９４５千円 

（Ｐ２６２・２６３） 

・黒目川まるごと再生プロジェクトの一環で、植樹を行うとともに、整備中の 

黒目川遊歩道６か所に総合案内看板、黒目川にかかる１５橋に橋名看板を設 

置するほか、地域の交流・憩いの場としてベンチを設置します。 

担当：道路整備課 
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○長期未整備都市計画道路見直し事業           ７，０００千円 

（Ｐ２６４・２６５） 

・社会状況の変化や制度改正等を踏まえ、都市計画道路の必要性や構造の適正 

さについて検証を行うとともに、必要な見直しを行います。 

担当：まちづくり推進課 

 

（２）拡充事業 

○納税コールセンター設置事業   １２，３２４千円のうち６，０１４千円 

（Ｐ９６・９７） 

・主に現年分の市税の徴収対策として設置している納税コールセンターの設置 

期間を半年間から通年に拡充し、これまでの取扱い税目に加えて、介護保険 

料、後期高齢者医療保険料、保育園保育料についても催告の対象とします。 

担当：収納課 

 

○市民まつり補助事業 

市民まつり補助金２２，９００千円のうち２，０００千円 

（Ｐ１２２・１２３） 

・市民まつり実施のために朝霞市コミュニティ協議会へ交付している補助金の 

充実を図ります。 

担当：地域づくり支援課 

 

○朝霞地区福祉会相談支援事業 

朝霞地区福祉会負担金３０，１１３千円のうち３，０１１千円 

（Ｐ１４８・１４９） 

・障害福祉サービス又は児童通所サービスを利用する際に、サービス等利用計 

画又は障害児支援利用計画の作成が義務付けられており、計画作成の更なる 

進捗を図るため、社会福祉法人朝霞地区福祉会において相談支援事業を実施 

します。 

担当：障害福祉課 

 

○障害者施設等運営支援事業 

障害者多機能型施設指定管理料１１７，０５７千円のうち９，７４９千円 

（Ｐ１５４・１５５） 

・平成２７年３月に和光南特別支援学校を卒業する方などの通所先を確保する 

ため、はあとぴあ障害者多機能型施設の定員を拡大することに伴い、施設職 

員を２人増員します。 

   担当：障害福祉課 
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○いじめ問題対策事業                    ３５８千円 

（Ｐ２９２・２９３） 

・いじめ防止対策推進法に基づき、朝霞市いじめ問題対策連絡協議会を設置し、 

朝霞市立の小学校及び中学校におけるいじめ問題の未然防止、早期発見、早 

期対応を図ります。また、朝霞市いじめ問題専門委員会を設置し、朝霞市立 

の小学校及び中学校におけるいじめの防止等のための対策を実効的に行うと 

ともに、法の規定に基づき、重大事態に係る事実関係を明確にするための調 

査及び報告を行います。 

担当：教育指導課 

 

（３）計画策定事業 

○公共施設等総合管理計画策定事業              ５６２千円 

（Ｐ７０・７１） 

・昭和４０年代から５０年代に建設された公共施設・社会インフラが大量に更 

新時期を迎えているなか、公共施設の全体像を適切に把握し、長期的な視点 

で更新・統廃合・長寿命化を計画的に行うことで、財政負担の軽減・平準化 

を図っていきます。そのため、国土交通省が策定した「インフラ長寿命化基 

本計画」を踏まえ、市の公共施設等総合管理計画を策定します。 

担当：財産管理課 

 

○防犯推進計画策定事業                   ４６８千円 

（Ｐ１２４～１２７） 

・平成28年度から平成32年度までの5か年を計画期間とする第３次朝霞市 

防犯推進計画を策定し、犯罪を起こさせにくい地域環境づくりを推進します。 

担当：地域づくり支援課 

 

○地域福祉計画策定事業                 ８，００４千円 

（Ｐ１４４～１４７） 

・社会福祉法の規定に基づき、地域福祉の推進に関する基本的かつ総合的な指 

針を定めるため、平成２８年度から平成３２年度までの５か年を計画期間と 

する第３期朝霞市地域福祉計画を策定します。 

担当：福祉課 

 

○ごみ処理施設整備計画策定事業            ２３，７０２千円 

（Ｐ２３２・２３３） 

・ごみ処理施設を平成３３年度末までに更新するため、平成２７年度から平成 

２９年度の継続事業で、施設規模や処理方式などを定めるごみ処理施設整備 

計画を策定します。 

担当：資源リサイクル課 
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○生涯学習計画策定事業                 ４，７７８千円 

（Ｐ３３２・３３３） 

・生涯学習の推進に関する施策を総合的かつ体系的に推進するため、平成27 

年度から平成28年度の継続事業で、平成２９年度から平成３８年度までの 

１０か年を計画期間とする第3次朝霞市生涯学習計画を策定します。 

担当：生涯学習・スポーツ課 

 

（４）普通建設事業 

○庁舎施設耐震化事業                ７２９，７１２千円 

（Ｐ７８・７９） 

・平成２６年度から平成２９年度の継続事業で、市民サービスの中心となる市 

役所庁舎の耐震補強工事に着手し、震災発生時に庁舎利用者等の人命を守る 

とともに、災害時に活動拠点となる市役所庁舎の機能を確保します。事業者 

の選定は、民間が保有する新技術・新工法を有効に活用することで、目標と 

する耐震性能を低コストかつ円滑に確保するため、公募型プロポーザル方式 

（設計・施工一括）により決定しました。 

担当：財産管理課 

 

○朝光苑施設改修工事                  ２，０００千円 

（Ｐ１７０・１７１） 

・特別養護老人ホーム朝光苑の食堂等の窓ガラスに飛散防止フィルムを設置し、 

入所者の安全を確保します。 

担当：長寿はつらつ課 

 

○健康増進センター施設改修工事            １５，２１８千円 

（Ｐ２１８・２１９） 

・健康増進センターの施設設備の老朽化対策として、防火ダンパー及び排煙窓  

の改修工事を実施します。 

担当：健康づくり課 

 

○道路改良事業                    ３８，０１６千円 

（Ｐ２５８・２５９） 

・生活道路の安全と環境の整備を図るため、道路改良工事を実施します。 

担当：道路整備課 

 

○宮戸橋耐震補強工事負担事業            １０５，０００千円 

（Ｐ２６２・２６３） 

・宮戸橋の耐震補強工事を行うため、志木市との管理協定に基づき、費用の 

１／２を負担するものです。 

担当：道路整備課 
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○観音通線整備事業                 １１１，７６５千円 

（Ｐ２６８・２６９） 

・平成２６年度に朝霞第四中学校前交差点から県道新座・和光線までの約 

２０７ｍの区間の事業認可を取得し、平成２７年度は用地買収及び建物移転 

交渉を進めます。 

担当：まちづくり推進課 

 

○道路安心・安全緊急改良工事              ３，０００千円 

（Ｐ２８０・２８１） 

・交通安全の強化を図るため、交差点がより分かり易いように交差点マークや 

ベンガラ舗装等を施すことにより、交差点での交通事故の減少に努めます。 

平成２５年度から平成２９年度の５年間実施し、平成２７年度は２０箇所を 

予定しています。 

担当：まちづくり推進課 

 

○内間木公民館施設改修事業             １５０，４０２千円 

（Ｐ３６０・３６１） 

・施設の老朽化対策のため、屋根・外壁・内装・給排水設備の改修を行うとと 

もに、バリアフリー化のためのエレベーター及び自動ドアの設置、並びに再 

生可能エネルギーである太陽光発電設備の設置を行います。平成２６年度で 

設計が終了し、平成２７年度は工事を実施します。 

担当：中央公民館 


